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概 要

ぶどう山椒の収穫

成 果

若手農家の就農体験

生産者、龍谷大学、企業、町の交流会

有田川町と、ぶどう山椒の産地消滅の危機に立ち向かう町の姿勢に共
感した龍谷大学が中心となり、生産者、地元住民、企業等を巻き込み、
産地振興を実施。
商品開発、販売、イベント開催等により、若年層への山椒認知拡大、
生産者のモチベーションと所得の向上が実現。

収穫体験等を実施することで、交流人口が０人（平成29年度）から
50人（令和２年度）に増加。また、新商品の売上1,500千円（令和２
年度）を達成。
就農体験を含む各種取り組みにより、数年間なかったぶどう山椒農家
への就農者が令和２年度に２名あり、令和３年度も希望者がある。

ぶどう山椒の発祥地を未来へつなぐ

有田川町×龍谷大学
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